
小学校第 6 学年

理 科

注 意

１ 先生の合図があるまで，中を開かないでください。

２ 調査問題は，１ページから22ページまであります。

３ 解答用紙は，両面に解答らんがあります。解答は，

すべて解答用紙に書きましょう。

４ 解答は，ＨＢまたはＢの黒鉛
えん

筆
ぴつ

（シャープペンシル

も可）を使い，こく，はっきりと書きましょう。また，

消すときは消しゴムできれいに消しましょう。

５ 解答時間は，40分間です。解答が早く終わったら，

よく見直しましょう。

６ 机
つくえ

の上の「個人番号票【解答用紙記入用】」をよく見

て，解答用紙に，学校名，組，出席番号，男女，個人

番号をまちがいのないように書きましょう。
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１
よし子さんは，氷

こおり

砂
ざ

糖
とう

を使って，その重さやとけ方について調べました。

⑴ 下の図のように，氷砂糖 1個とビニルぶくろの重さをはかると，22 g

でした。次に，水にとかしやすくするため，氷砂糖をビニルぶくろに入れ

て細かく割
わ

りました。そして，もう一度全体の重さをはかりました。

よし子さんの言葉の（ ア ）の中に当てはまるものを，下の １ から

４ までの中から 1つ選んで，その番号を書きましょう。

１ 22 gより軽くなっていました

２ 22 gと変わっていませんでした

３ 22 gより重くなっていました

４ ビニルぶくろの重さだけになっていました
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⑵ 下の図のように，⑴で細かく割った氷砂糖と水 100 mlの入った入れ

物の重さをはかると，192 gでした。次に，細かく割った氷砂糖を水に

入れて，よくふってすべてとかしました。そして，もう一度全体の重さを

はかりました。

よし子さんの言葉の（ イ ）の中に当てはまるものを，下の １ から

４ までの中から 1つ選んで，その番号を書きましょう。

１ 192 gより軽くなっていました

２ 192 gと変わっていませんでした

３ 192 gより重くなっていました

４ ビニルぶくろと入れ物と水 100 mlの重さだけになっていました
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⑶ よし子さんは，⑵でつくった砂糖水を 1日おき，とけている氷砂糖の

ようすについて，下のように考えました。

よし子さんは，自分の考えを確かめるために，下のように実験を行いま

した。

実験方法

1 スポイトで上の方，

中の方，下の方のちが

う高さから，混ぜない

ようにゆっくりと同じ

量の砂糖水をとる。

2 同じ量の砂糖水を，

スライドガラスにの

せる。

3 水を自然に蒸発さ

せ，出てきた砂糖の

量を比べる。

小理− 3



水を蒸発させると，どれからも

同じ量の砂糖が出てきました。

実験結果

上の実験結果から，とけている氷砂糖のようすを表した図はどれですか。

下の １ から ４ までの中から 1つ選んで，その番号を書きましょう。また，

その番号を選んだわけを書きましょう。

１ ２

３ ４
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⑷ よし子さんは，氷砂糖を使って梅ジュースをつくりました。

よし子さんは，完成した梅ジュースの上の方をすくい，味見をします。

梅ジュースにとけている砂糖のこさを，説明しているものはどれですか。

下の １ から ４ までの中から 1つ選んで，その番号を書きましょう。

１ 上の方の砂糖のこさは，下の方よりもうすい。

２ 上の方の砂糖のこさは，下の方よりもこい。

３ 上の方の砂糖のこさは，下の方と同じ。

４ 上の方は，砂糖がとけていない。
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２
花
はな

子
こ

さんは，サクラのようすについて，ちがう地
ち

域
いき

に住む太
た

郎
ろう

さんと，イ

ンターネットを使って情報交かんすることにしました。

⑴ 花子さんは，虫めがねでサクラの花を観察しています。

動かせないものを，正しく観察しているのはどれですか。下の １ から

４ までの中から 1つ選んで，その番号を書きましょう。

１

虫めがねを上下に動かす。

２

虫めがねを観察するものにつけ，

頭を前後に動かす。

３

虫めがねを上下に，頭を前後に，

同時に動かす。

４

虫めがねを前後に動かす。
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⑵ 花子さんは，サクラのようすを写真にとり，太郎さんに送りました。

2人は，サクラのようすのちがいは気温に関係があると考え，これまで

の観察記録をもとに，下の図のようにまとめました。
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2人がまとめた図の中の ア ・ イ に当てはまるサクラのようすの

写真を，下の １ から ４ までの中からそれぞれ 1つ選んで，その番号を

書きましょう。

２

４３

１
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⑶ 下の図は，同じ時期にサクラの花がさき始めた地域ごとに，線で区切っ

たものです。

太郎さんと花子さんは，それぞれどの地域に住んでいますか。⑵の図

から考え，下の図の １ から ４ までの中からそれぞれ 1つ選んで，その

番号を書きましょう。
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⑷ 太郎さんは，サクラの実のでき方に興味をもち，本で調べると，下のよう

な説明がのっていました。

サクラは，ちがう木のサクラの花にある

おしべの花粉がめしべの先につくと，やが

て実ができます。

おしべの花粉は，昆
こん

虫
ちゅう

や鳥などによって

運ばれることがあります。

「おしべの花粉がめしべの先につく」ことを表す言葉を書きましょう。
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⑸ 太郎さんは，他の植物もサクラと同じように，めしべの先におしべの花

粉がつくことで実ができると考え，スイカのおばなとめばなを使って，下

のような実験をしました。

太郎さんは，どのように実験をやり直せばよいですか。下の １ から

４ までの中から 1つ選んで，その番号を書きましょう。また，その番号

を選んだわけを書きましょう。

１ ＡとＢのめばなに，つぼみのときからふくろをかぶせておく。

２ ＡとＢのめばなに，ふくろをかぶせない。

３ ＡとＢのめしべの先に，花粉をつける。

４ Ａのめしべの先に花粉をつけ，ＡとＢのめばなのふくろをはずす。
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３
太郎さんたちは，3種類の車をつくり，いろいろなコースで車の特ちょう

を考えながら走らせました。

⑴ 第 1のコースは，坂道です。このコースは坂が急なため，どの車もゴー

ルまで上ることができませんでした。そこで，3人がそれぞれの車を下のよ

うに工
く

夫
ふう

すると，車はゴールまで上ることができました。

ゴムをねじる回数を

多くし，元にもどろう

とする力を強くする。

工
夫

ゴムのはたらきで，

プロペラを回して動く。

特

ち

ょ

う

ゴムで動く車

(太郎さん)

名
前

かん電池で動く車

(次
じ

郎
ろう

さん)

光電池で動く車

(正
まさ

子
こ

さん)

かん電池のはたらき

で，モーターを回して

動く。

光電池のはたらきで，

モーターを回して動く。

かん電池を 2つ使い，

（ イ ）つなぎにす

る。

鏡を使って，光電池

に当てる（ ア ）を

強くする。

正子さんと次郎さんは，どのような工夫をしましたか。（ ア ）・

（ イ ）の中に当てはまる言葉を，それぞれ書きましょう。
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⑵ 第 2のコースは，ゴールエリアの中に車を止めるコースです。太郎さん

は，ゴムで動く車ならゴムをねじる回数を変えることで，ゴールエリアの中

に止めることができると考えました。

上のグラフから考えると，ゴールエリアの中に車を止めるには，ゴムを

何回ねじればよいですか。下の １ から ４ までの中から 1つ選んで，そ

の番号を書きましょう。

１ 80回

２ 100回

３ 125回

４ 200回
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⑶ 第 3のコースは，平らな道を長い時間走らせるコースです。次郎さんが

本で調べると，かん電池 2つを並
へい

列
れつ

つなぎにすれば，車は長い時間走るこ

とがわかりました。

次郎さんは，どのようにかん電池をつなぎましたか。車の進行方向を考

え，下の １ から ４ までの中から 1つ選んで，その番号を書きましょう。

２

４３

１
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⑷ 正子さんと次郎さんは，これまでにつくった車のほかに，下のような電
でん

磁
じ

石
しゃく

のはたらきで動く車をつくりました。

2人は，第 1の坂道コースで電磁石で動く車を走らせてみましたが，坂道

を上りませんでした。
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2人は，電流を強くしたり，コイルの巻
まき

数
すう

（導線の巻数）を増やしたりす

れば，電磁石のはたらきは強くなり，車は坂道を上ると考えました。そこで，

2人は，自分の考えを確かめるために，それぞれ下の表のように条件を整え

て，実験計画を立てました。

※同じ電磁石で動く車を使って，それぞれ条件を変えて実験します。

上の表の（ ウ ）・（ エ ）の中に当てはまる言葉を，それぞれ書き

ましょう。
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⑸ 太郎さんは，ものを動かす工夫がほかにないか考え，下のような装
そう

置
ち

を

つくり，正子さんに説明しました。

太郎さんと正子さんの会話の（ オ ）・（ カ ）・（ キ ）の中に当

てはまる言葉を，下の の中からそれぞれ1つ選んで，その番号を書きま

しょう。

１ 空気 ２ 砂
すな

けむり ３ 温度 ４ ふっとう石

５ 水
すい

蒸
じょう

気
き

６ 羽根 ７ 湯気 ８ 時間
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問題は，次のページに続きます。
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４
三
さぶ

郎
ろう

さんは，5 月 20日の 1日の太陽の位置と木のかげの動きや長さを調

べました。下の 3枚
まい

の図はその時のようすです。

午前9時 正午 午後1時

⑴ 午後 1時の太陽の方位を，正しく調べているのはどれですか。下の １

から ４ までの中から 1つ選んで，その番号を書きましょう。また，その

時の太陽の方位を書きましょう。

２１

４３

⑵ ⑴で使った方位を調べる道具の名前を書きましょう。
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⑶ 三郎さんは，右のように観

察記録をまとめました。

この日の木のかげの長さの変

化をまとめたグラフはどれです

か。下の １ から ４ までの中

から 1つ選んで，その番号を書

きましょう。

１ ２

４３
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⑷ 三郎さんは，同じ日の午前 11時の空のようすを，写真にとりました。

午前 10時から正午前までは，木のかげがなかったことから考えると，三

郎さんがとった写真はどれですか。下の １ から ４ までの中から 1つ選

んで，その番号を書きましょう。

１

細かい雲が見られた。

２

線のようなうすい雲が見られた。

３

灰
はい

色
いろ

がかった厚い雲が見られた。

４

綿のような雲が見られた。
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⑸ 三郎さんは，同じ日に気温をはかりました。

この日のかげのようすから 1日の天気を考えると，気温の変化を表したグ

ラフはどれですか。下の １ から ４ までの中から 1つ選んで，その番号を

書きましょう。また，その番号を選んだわけを書きましょう。

１ ２

３ ４
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